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容 

 

職員表彰は、名古屋市職員表彰規則に基づき、職員又はその団体で顕著な功績が

あり、他の職員の模範として推奨するに値する場合に市長から表彰を行うもので

す。 

職員表彰制度を活用することで、「個人のモチベーション向上」と「組織のモラ

ール向上」を図り、本市の人財戦略ビジョンに掲げる「めざす職員像」や「職場像」

の実現を図ります。 

令和 8年度は以下のとおり、職員表彰事例を募集します。 

 

1  募集対象 

令和 7年 4月 1日から令和 8年 9月 30 日までの間に発生した事例 

 

2 募集期間  

令和 8年 7月 28 日（火）～令和 8年 10 月 14 日（水） 

 

3 その他 

 申請いただいた内容につきましては、名古屋市職員表彰実施規程第 4 条に基づ

き、審査を経て、表彰対象を決定してまいります。 

基準や過去の事例等（https://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/somu

/?p=589）をご確認いただき、積極的に申請していただきますようお願いいたしま

す。 

 

（参考） 

 5 月 11 日の幹部会で報告しましたが、職員表彰を通じ、より一層、職員の頑張り

を互いに認め合える組織風土づくり等につなげるため、「対象事例の明確化」「職員

投票の実施」「副賞の授与」など今年度から新たな取組を実施します（別紙参照）。 

 

備

考 
 

（職員部人事課 内線２１２３） 

https://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/somu


別紙 

令和 8年度職員表彰における新たな取組について 

項目 概要 

部門の創設 

（New!!） 

申請時に表彰対象となる事例をイメージしやすくする等のため、部門

を創設しました（下記「部門一覧」参照）。 

職員投票の実施 

（New!!） 

職員参加型の仕組みとして職員投票を実施します。職員投票では、表

彰対象事例と決定したものの中から、最優秀事例を投票で決定しま

す。 

【投票までの流れ】 

申請→表彰審査会による表彰対象事例の決定→職員投票による最優

秀事例の決定 

職員投票は Logo フォームから行う予定で、詳細については後日改め

てお知らせします。 

副賞の授与 

（New!!） 

職員投票により最優秀事例に選ばれた所属に対し、副賞を贈呈しま

す。 

副賞の内容は働きやすい職場環境整備や職場のコミュニケーション

促進に役立つ備品などを想定しています（モニター、テーブル等）。 

予算上限は 25 万円で、物品については受賞後に人事課と相談しなが

ら決定します。 

（参考）部門一覧 

部門名 内容 

事業・施策部門 
新たな事業や市政の課題に取り組み、社会的に評価を受

け、市政に貢献したもの 

災害対応部門 災害の未然防止や非常の際に特に功績があったもの 

研究・発明功績部門 職務に関し、有益や研究、調査、発明、発見等をしたもの 

グッドアクション部門 
公務員として、職務内外を問わず、善行等を行い、市民か

らの信頼獲得に貢献したもの 

業務改善・効率化部門 職務において業務改善・効率化をはかり成果をあげたもの 

窓口・現場対応部門 
窓口・現場職場において、市民サービス向上等のために創

意工夫を行い、成果をあげたもの 

ナイスチャレンジ部門 
職務における課題や困難に対し、解決のためにチャレンジ

をし、成果をあげたもの 

プロフェッショナル部門 
担当事務に熟達し、他の模範となるよう自発的・献身的に

職務に精励し、特に成果をあげ組織に貢献したもの 
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「ハラスメント撲滅月間」について 
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容 

 

１ 趣 旨 

   ハラスメントのない、誰もが働きやすい職場づくりを推進するため、「ハラス

メント撲滅月間」を設け、集中的な広報・意識啓発活動を実施することにより、

職員一人ひとりにハラスメント防止への理解、自身の言動への注意を促します。 

 

２ 期 間 

   令和 8年 8月 1日（土）から令和 8年 8月 31 日（月）まで 

   

３ 主な取組 

（１）ハラスメントセルフチェックシートを活用した意識啓発 
全職員（会計年度任用職員含む）を対象に「ハラスメントセルフチェック 

シート」を活用し、各個人において日頃の言動や職場環境について振り返る 
とともに、ハラスメントのない、職場づくりに向けた自己宣言を行います。 

   
（２）ハラスメントに関する職員向けアンケートの実施（対象者のみ） 

各職場におけるハラスメントに関する実情について把握し、誰もが働きや 
すい職場環境をつくるため、ハラスメントに関するアンケートを実施します。

回答の集計結果は全庁的に共有するとともに、今後のハラスメント対策に 
活用します。 

 
（３）ハラスメント講演会の開催 

課長補佐級職員及び一般職員を対象に、ハラスメント講演会を開催します。 
詳細については令和8年7月17日付けにて各局区室あて通知しておりますが、

職員への参加につきご配慮いただきますようお願いいたします。 
 
 ４ その他 
   令和8年7月7日付けにて通知しております、課長級以上の職員を対象とした、 

管理職向けハラスメント研修について、未受講の方は、実施通知を確認のうえ、 
受講していただくようお願いいたします。 

 
備

考 
 

 

（総務局職員部コンプライアンス推進課 内線２１１８） 



  一般職員用 
 

～８月は「ハラスメント撲滅月間」です～ 
ハラスメントセルフチェックシートを使って、自分自身の日頃の言動や職場環境について振り返るとともに、

ハラスメント防止に向け、今後気を付けたいことを「自己宣言」として記載しましょう！ 

ハラスメントセルフチェックシート 

【言動編】 

① □ 自分と反する意見を言われたり、口答えをされたりするとイラっとする。 
② □ 自分が間違っていたとしても、同僚や後輩に対して謝ることはない。 
③ □ 自分は短気で怒りっぽいと思う。 
④ □ 期待した結果が得られないと、感情的になりやすい。 
⑤ □ なんとなく気に入らなかったり、目障りと感じたりする同僚・後輩がいる。 
⑥ □ 仕事のできない人には、仕事を与えない方がよいと思う。 
⑦  □ 仕事上の目標を達成できない人は、職場にとってお荷物だと思う。 
⑧ □ 厳しく指導しないと人は育たないと思う。 
⑨ □ 業績を上げるためには、終業時刻間近であっても残業を要請するのは 

    当然だと思う。 
⑩ □ 同僚や後輩の家庭環境など、プライベートなことをよく話題にする。 

 
【職場環境編】 
① □ 朝夕の出退勤時に、挨拶をする人がほとんどいない。 
② □ トップや管理職は、自分の職場にはパワハラは存在していないと考えている。 
③ □ 人は厳しく指導することで育つという意識が強い職場だ。 
④ □ 今の職場には、失敗やミスが許されない雰囲気がある。 
⑤ □ 職員間に冗談、おどかし、からかいが日常的にみられる。 
⑥ □ 上司に対して、意見や反論は言えない雰囲気だ。 
⑦ □ 職場の誰かが困っていても、助け合える雰囲気ではない。 
⑧ □ 職場内での問題について、職場内で話し合って解決しようという雰囲気がない。 
⑨ □ 正規職員や会計年度職員等様々な立場の人が一緒に働いているが、上下関係が絶対的で立場を  

意識した発言が散見される。 
⑩ □ 人の陰口や噂を耳にすることが多い。 
 

 

 

 

 

 

 

○あなたは普段、こんな言動をしていませんか？また、あなたの職場はこんな職場ではありませんか？ 
当てはまる項目に☑をしてみましょう。解説を裏面に記載しています。 

各項目の解説は裏面へ 

～ハラスメントのない職場づくりに向けた自己宣言～ 

 
 
 



  一般職員用 

○内部相談 ※相談員名簿はイントラに掲載しています。 
 ●管理監督者 
●局区等相談員（各局区室 人事担当課の職員）  
職場でトラブルや問題が起こった場合には、職場内で解決できるのが望ましい姿です。一人で悩んだり、
我慢したりするのではなく、まずは、各職場の管理監督者（上司）に相談しましょう。また、あなたの所
属する局区室の相談員（人事担当課等の職員）に相談することもできます。局区等相談員の氏名はイント
ラネットでご確認ください。 
●市相談員 
市相談員が相談を受けた場合は、各局区室の人事担当課と連携して対応します。（パワハラについて
は、各所属への相談では解決が難しい場合） 
 総務局 コンプライアンス推進課 相談員（972-2118） 
 総務局 人事課   相談員（972-2125） 
 総務局 安全衛生課 相談員（972-2142） 
 スポーツ市民局男女平等参画推進課（972-2234） ※パワハラ以外 

ハラスメントセルフチェックシート（解説） 

【言動編】 
 当てはまる項目がある場合、ハラスメントの行為者となる可能性があります。ハラスメントについて正しく理解し、
自身の言動に注意を払うようにしましょう。 

①、② 自分の考えに無意識の思い込みや決めつけはありませんか？「普通は〜」「こうに決まっている」 
など、自分が持つ「ハラスメントを起こしかねない考え方」を意識してみましょう。 

③、④ 感情をコントロールできるようになりましょう。怒りや苛立ちを感じたら、深呼吸する、水分をと 
るなど、いったん別の事に意識を向けてみましょう。 

⑤   個人的な価値観や好き嫌いを職場に持ち込まないようにしましょう。 
⑥   合理的な理由なく、仕事を与えないことはハラスメントにあたる可能性があります（過小な要求）。 
⑦   経験、能力を踏まえた適切な目標設定になっていますか？達成状況が良くない場合も、業務上必要 

な範囲を超えて、感情的になったり否定する言葉を発したりすることなく、指導しましょう。 
⑧   業務に関する言動であっても、その内容や態様等が威圧的にならないよう注意してください。仕事 

に対する姿勢や日常の振る舞いがハラスメントの土壌となることがあります。 
⑨   業務上必要かつ相当な範囲の残業ですか？必要性の低いもの、プライベートの予定があるとわかっ 

ていて残業を強制するものは不当な指示として、ハラスメントとなる可能性があります。 
⑩   私的なことに過度に立ち入ると、ハラスメントとなる可能性があります（個の侵害）。 

【職場環境編】 
当てはまる項目が多いほど、職場内でパワーハラスメントが発生するリスクが高くなります。 

 

 

ハラスメント相談窓口（カスタマーハラスメントを除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イントラネットのコンプライアンス推進課のページで、ハラスメントの詳細説明やハラスメントになり得る 
言動例などについて記載していますので、参考としてください。  

http://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/somu/?p=1993 

●弁護士 （プライバシーは厳守されます。お気軽にご相談ください。） 
下記 URL 又は QR コードから LoGo フォームによる申込、もしくは総務局コンプライアンス推進課内の専
用ダイヤル（番号 972-2127）に直接電話してください。申込は匿名でも受付できます。  

○外部相談 

（インターネット環境用 URL：https://logoform.jp/form/mX9C/276174） 
（LGWAN 用 URL：https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/form/mX9C/276174） 

http://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/somu/?p=1993
https://logoform.jp/form/mX9C/276174
https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/form/mX9C/276174


  役職者用 
 

～８月は「ハラスメント撲滅月間」です～ 
ハラスメントセルフチェックシートを使って、自分自身の日頃の言動や職場環境について振り返るとともにハ

ラスメント防止に向け、今後気を付けたいことを「自己宣言」として記載しましょう！ 

ハラスメントセルフチェックシート 

【言動編】 
① □ 部下を指導する際、書類で身体を叩く、物を投げつける、机を叩くなどしたことがある。 
② □ 部下を指導するときは、ほとんどの場合、個室ではなく執務室内で行う。 
③ □ 部下を長時間にわたって指導したことがある。 
④ □ 部下を「お前」「あんた」と呼んだことがある。 
⑤ □ 部下に対して「バカ」「アホ」「給料泥棒」「君は職場にとって不要の存在だ」「役に立たな 

い」等の発言をしたことがある。 
⑥ □ 部下の休日や時間外に仕事の電話をしたり、メールやロゴチャットで返信を強要することがある。 
⑦ □ 部下に意欲や能力がないと感じることが多い。 
⑧ □ 部下が自分に対して反論や異論を述べたことはほとんどない。 
⑨ □ 部下を指導して、部下が泣いたことがある。 
⑩ □「その指導は行き過ぎだと思う」「厳しい指導はほどほどに」と同僚や上司から言われたことがあ     

る。 
 

【職場環境編】 
① □ 朝夕の出退勤時に、挨拶をする人がほとんどいない。 
② □ トップや管理職は、自分の職場にはパワハラは存在していないと考えている。 
③ □ 人は厳しく指導することで育つという意識が強い職場だ。 
④ □ 今の職場には、失敗やミスが許されない雰囲気がある。 
⑤ □ 職員間に冗談、おどかし、からかいが日常的にみられる。 
⑥ □ 上司に対して、意見や反論は言えない雰囲気だ。 
⑦ □ 職場の誰かが困っていても、助け合える雰囲気ではない。 
⑧ □ 職場内での問題について、職場内で話し合って解決しようという雰囲気がない。 
⑨ □ 正規職員や会計年度職員等様々な立場の人が一緒に働いているが、上下関係が絶対的で立場を  

意識した発言が散見される。 
⑩ □ 人の陰口や噂を耳にすることが多い。 

 
 

 

○あなたは普段、こんな言動をしていませんか？また、あなたの職場はこんな職場ではありませんか？
当てはまる項目に☑をしてみましょう。解説を裏面に記載しています。 

～ハラスメントのない職場づくりに向けた自己宣言～ 

 
 
 

各項目の解説は裏面へ 



  役職者用 

○内部相談 ※相談員名簿はイントラに掲載しています。 
 ●管理監督者 

●局区等相談員（各局区室 人事担当課の職員）  
職場でトラブルや問題が起こった場合には、職場内で解決できるのが望ましい姿です。一人で悩んだり、
我慢したりするのではなく、まずは、各職場の管理監督者（上司）に相談しましょう。また、あなたの所
属する局区室の相談員（人事担当課等の職員）に相談することもできます。局区等相談員の氏名はイント
ラネットでご確認ください。 

●市相談員 
市相談員が相談を受けた場合は、各局区室の人事担当課と連携して対応します。（パワハラについて
は、各所属への相談では解決が難しい場合） 
 総務局 コンプライアンス推進課 相談員（972-2118） 
 総務局 人事課   相談員（972-2125） 
 総務局 安全衛生課 相談員（972-2142） 
 スポーツ市民局男女平等参画推進課（972-2234） ※パワハラ以外 

ハラスメントセルフチェックシート（解説） 

【言動編】 
当てはまる項目がある場合、ご自身の言動がハラスメントと受け取られる可能性があります。部下や同僚の受け止

め方を想像し、自身の言動に注意を払うようにしましょう。 
①  業務に関する言動であっても、その内容や態様等が威圧的にならないよう注意してください。 仕事に対す

る姿勢や日常の振る舞いがパワーハラスメントの土壌となることがあります。 
②,③ 指導を行う場合、ほかの職員の前で大声での威圧的な叱責を繰り返し行うことや、必要以上に長時間にわ

たる厳しい叱責を繰り返し行うことは、「精神的な攻撃」に該当します。正しいことを指摘していても、言
い方がきついために相手が追い込まれてしまうこともあります。 

④,⑤ 相手の人格や尊厳を否定するような発言は「精神的な攻撃」に該当します。厳しい指導が必要な場面でも、
その発言が相手の人格を否定していないかどうか、意識する必要があります。 

⑥  緊急性を要しない用件であるにもかかわらず、休日や深夜に業務を行わせることにより就業環境が害され
ているといえる場合、パワハラに当たる可能性があります。 

⑦   自分の考えに無意識の思い込みや決めつけはありませんか？「普通は〜」「こうに決まっている」など、自
分が持つ「ハラスメントを起こしかねない考え方」を意識してみましょう。 

⑧  安心して自分の意見や考えが言える関係がない場合、ハラスメントが発生するリスクは上がります。 
⑨,⑩ 指導とパワハラの境界線に迷ったら、それは本当に相手のためか（自分の心理的満足を目的としていない

か、自分の個人的な価値観だけで行っていないか）、また、その言動を多くの人に対して「教育や指導」と
説明して理解してもらえるか考えてみましょう。 

【職場環境編】 
当てはまる項目が多いほど、職場内でパワーハラスメントが発生するリスクが高くなります。 
 

 
 

ハラスメント相談窓口（カスタマーハラスメントを除く） 

 

 

●弁護士 （プライバシーは厳守されます。お気軽にご相談ください。） 
下記 URL 又は QR コードから LoGo フォームによる申込、もしくは総務局コンプライアンス推進課内の専
用ダイヤル（番号 972-2127）に直接電話してください。申込は匿名でも受付できます。  

○外部相談 

（インターネット環境用 URL：https://logoform.jp/form/mX9C/276174） 
（LAWAN 用 URL：https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/form/mX9C/276174） 

※イントラネットのコンプライアンス推進課のページで、ハラスメントの詳細説明やハラスメントになり得る 
言動例などについて記載していますので、参考としてください。  

http://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/somu/?p=1993 

https://logoform.jp/form/mX9C/276174
https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/form/mX9C/276174
http://js-intra-s.wsus.intra.city.nagoya.lg.jp/somu/?p=1993


幹部会報告事 項 

令和 8年 7月 27 日 

スポーツ市民 局 

（人権施策推進部人権施策推進課 内線 2583） 

事 

項 

「人権尊重のまちづくりの推進に関する基本的な考え方」のパブリックコメン

トの実施について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

容 

１ 趣旨 

本市では「なごや人権施策基本方針」に基づき、これまで様々な人権施策に

取り組んでまいりました。しかし、差別や偏見は現在もなお存在しており、そ

れによって不利益を被っている人々がいます。こうした背景を踏まえ、誰もが

人権を保障され、差別と偏見のないまちの実現を目的とした名古屋市人権に関

する条例（仮称）の制定を検討しております。 

この度、条例の制定に向け、「人権尊重のまちづくりの推進に関する基本的

な考え方」を取りまとめましたので、市民の皆さまからご意見を募集します。 

２ 資料 

別添「人権尊重のまちづくりの推進に関する基本的な考え方」 

３ 市民意見の募集期間 

令和 8 年 7 月 27 日（月）から令和 8 年 8 月 26 日（水）まで  

４ 閲覧・資料配布場所 

市民情報センター、各区役所情報コーナー、支所、保健センター 

人権啓発センター、市公式ウェブサイト 等 

※視覚障害者の方には点字版及び音声変換用テキストファイルを用意しま

す。 

※英語版及び中国語版を市公式ウェブサイトに掲載します。 

５ 意見の提出方法 

郵便、ファックス、電子メール、直接持参、LoGo フォームのいずれかの方法

により提出。 

６ 今後のスケジュール（予定） 

時  期 内  容 

令和 8年 8 月 
「市民意見にかかる市の考え方」について各

局照会 

令和 8年 10 月 第 6 回人権に関する条例（仮称）検討会 

令和 8年 11 月（定例会） 条例案提出 
 

備 

考 

本件は、 本日市政記者クラブへ資料提供します。 
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幹 部 会 報 告 事 項  

  令和８年 7月 27 日 

                                                      観 光 文 化 交 流 局 

事
項 

 

名古屋市役所・愛知県庁をライトアップで彩る 

「あいち・なごやアート＆ライツ」の開催について 

内 
 

容 

 

ナイトタイム観光の活性化を目的に、第 20 回アジア競技大会及び第５回アジアパラ

競技大会の開催に合わせて、名古屋市役所と愛知県庁をデジタルアート投影とライト

アップで彩る「あいち・なごやアート＆ライツ」を開催します。 

 

記 

１ 開催概要 

 （１）開催期間 

令和８年９月 17 日（木）～10 月 24 日（土）までの毎日 

（２）開催時間 

午後６時 30 分～午後９時 00 分まで 

（３）開催場所 

名古屋市役所本庁舎および愛知県庁本庁舎内 

（４）観覧料 

無料 

 ※駐車場所はございませんので、公共交通機関をご利用ください 

 

２ 実施内容 

 ・名古屋市役所本庁舎（西側）および愛知県庁本庁舎（西側）において、デジタル

アートの投影とライトアップを交互に実施 

 ・デジタルアートの投影（約 5分）とライトアップ（約 5分）の約 10 分プログラム

をループで上映 

 ※プログラム内容に関しては変更となる可能性があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（観光推進課 内線 2226） 

 

内 
 

容 

３ 各局への協力依頼 

  ＜各課室向け＞ 

  （１）駐車場の利用について 

   ・期間中の毎日 17 時 30 分以降、スタッフがカラーコーン等で本庁舎正面側お

よび西庁舎の一部の敷地内を観覧場所として設置しますので、夕方以降に車

でお越しの来庁者に対し周知のうえ、本庁舎正面側に駐車している場合は移

動のご案内をお願いいたします。 

   ※来庁者には入庫時に案内ビラ等で周知を行う予定です 

   ※閉庁日も同様となりますので、公用車等を駐車される場合は正面玄関前の駐

車場への駐車をお控えください。 

   ・観覧スペース設置後は、車両の移動は出来かねますのでご承知おきください。 

  （２）投影時間中の対応について 

   ・デジタルアート投影時には音が発生しますので、業務に支障が出る場合は窓

を閉めていただく等の対応をお願いいたします。 

 

  ＜本庁舎西側に位置する課室向け＞ 

  （１）投影時間中の対応について 

   ・投影時間中、課室の照明は点灯したままで構いませんが、投影に伴い一時的

に窓から光が入り、眩しく感じられる可能性があります。恐れ入りますが、

期間中はブラインド等を下げていただきますようご協力をお願いいたしま

す。 

  （２）点灯式について 

   ・9 月 15 日（火）の夜間に市役所本庁舎および愛知県庁本庁舎にて点灯式を予

定しております。点灯中（15～30 分程度を予定）は業務に支障がない範囲で

執務室等の消灯にご協力をお願いいたします。 

   ※点灯式の詳細が決まりましたら改めてご案内させていただきます。 

 

４ 主催 

 あいち・なごや 都心アート＆ライト実行委員会 

構成：名古屋市、愛知県、公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー、 

一般社団法人愛知県観光協会 

 

備
考 

本件は、本日市政記者クラブへ資料提供します。 



あいち・なごやアート＆ライツ事業概要について

あいち・なごや 都心アート＆ライト実行委員会
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実施概要01

あいち・なごやアート＆ライツ（県・市 本庁舎でのライトアップ）

・実施内容及び目的

アジア・アジアパラ競技大会の開催にあわせ、夜に楽しめる文化的な観光体験を提供し、ナイトタイム観光の活性
化につなげるため、競技会場から栄へ向かう動線上にある重要文化財の県・市本庁舎で、デジタルアート投影及び
ライトアップを実施する。

・実施主体

あいち・なごや 都心アート＆ライト実行委員会
（愛知県、名古屋市、愛知県観光協会、名古屋観光コンベンションビューロー）

・実施期間

2026年9月17日（木）～10月24日（土）毎日 18:30～21:00
※9月15日点灯式を実施予定
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映像については、

市役5分間、県庁5分間

同じ内容を繰り投影しますので

観客にも、繰り返されることを

告知し、混雑を回避します。

＜投影頻度について＞

18：30より映像がスタートし、21：00まで繰り返し、市役所5分間、県庁5分間、映像を投影します。
市役所と県庁の一方の庁舎でデジタルアート（本編映像5分）を投影している間、もう一方の庁舎では次の上映に向け
たライトアップ演出になります。
5分の映像は、終日同一のものを、繰り返し投影します。
（期間中、映像の変更などはありません）

愛知県庁舎

名古屋市役所庁舎

18:30スタート

本編映像 本編映像

本編映像

ライトアップ演出

ライトアップ演出

21：00終了

本編映像

ライトアップ演出

ライトアップ演出

ライトアップ演出
（５分間）

ライトアップ演出
（５分間）

ライトアップ演出
（５分間）


